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Ⅴ アウトカム項目

事業所は相模鉄道線相模大塚駅から徒歩２分ところにあります。建物は３階建て、
１階が保育園で、２～３階の２ユニットです。近くにはスーパーやホームセン
ター、大きな桜の木のある神社があり、散歩コースにもなっています。周囲には未
だ農家や野菜畑などの農園があるのどかな住環境となっています。
＜優れている点＞
事業所では暮らしの中でも重要な位置にある「食」にこだわっています。開設以
来、地元の業者から新鮮な野菜や肉、魚など毎日仕入れ、３食とも職員の手で利用
者一人ひとりの形態に合わせて調理提供しています。利用者の中には口腔ケアと、
併せて形態に合わせた食事の提供で、とろみから普通食へと改善し自立した例もあ
ります。利用者一人ひとりのアセスメントから計画、実施、モニタリング、評価な
どをパソコンでリアルタイムに入力し、職員は常に最新情報を共有し支援に当たっ
ています。法人本部には各事業所の代表者で構成する「拘束廃止」「事故防止」
「衛生管理」などに関する各種専門委員会があり、職員の育成とサービスの向上を
図っています。
＜工夫点＞
事業所では開設当初から子育て職員の就労支援の一環で私立保育園を開設し、有能
な職員の雇用と安定したサービスと質の向上に努めています。現在では一般市民に
も開放して地域にも貢献しています。

・そよ風はこの地域において、運営7年目を迎えております。運営初年度から参加を
しておりました自治会の行事や会議へ、今年も積極的に参加をさせていただいており
ます。その中で参加ご利用者や職員へ、地域の方々から有りがたいお言葉をいただく
機会も増えており、ご近所とのお付き合いも深くなっていると確信を持っておりま
す。今後も地域の一員として共生をしていけるよう努力をしてまいります。　・地域
の商店から仕入れた食材を活かし、日々皆様に美味しく召し上がっていただけるよ
う、食事に工夫をしております。　・年間を通して、外食イベントやドライブイベン
トを企画しております。また日々のちょっとした散歩等での外気に触れる事も大切に
しております。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 　そよ風

 ユニット名 　2階　さくらユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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社会福祉法人プレマ会　そよ風

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

職員皆で考え、法人理念を基に作成し
た理念を共有し、そよ風のケアを実践
しています。

理念は昨年見直し職員が皆で作り上
げ、玄関やスタッフルームに掲げてい
ます。全体会議やユニット会議で確認
し周知しています。利用者一人ひとり
の生活に合わせ、笑顔をモットーに実
践に努めています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

自治会への参加や地域イベントへの参
加、保育園児との交流等を通して、地
域の方との交流をしています。

自治会に加入し回覧板も回って来てい
ます。地域の盆踊りの参加や、神社の
秋祭りには神輿が立ち寄り地域との交
流を図っています。１階の保育園と年
４回イベントを通して交流を図ってい
ます。ドッグセラピーと音楽療法のボ
ランティアが来ています。

現在の地域への参加交流に加
えて事業所のイベントや行事
に地域人達との参加交流の機
会をさらに作られることが期
待されます。

現在検討中。

２ヶ月に一度の会議では、市の職員や
地域の方々、ご利用者も交えて情報共
有や交換を行っています。

２ヶ月に１回開催しています。メン
バーは利用者、自治会長、民生委員、
老人会会長、地域包括支援センター
（行政担当と交互）です。活動報告や
外部評価の報告、地域の行事紹介、感
染症予防などの意見交換や情報交換を
して事業所の運営に活かしています。

担当者とは日頃から連絡を取り、運営
推進会議等でも日々のケアや取り組み
を伝えています。

運営推進会議の報告や介護認定更新、
困難事例などで連携を図っています。
グループホーム連絡会は２ヶ月に１回
あり参加しています。出席した行政担
当との情報交換をしています。市開催
の医療連携についての研修会にも出席
し運営に反映しています。
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社会福祉法人プレマ会　そよ風

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

虐待については、法人内の研修で繰り
返し学んでいます。また実際のケア場
面においても、最大限ご利用者が自由
な生活を送れるよう支援をしていま
す。

入職時虐待防止と共に身体拘束廃止の
マニュアルを用いて研修を行っていま
す。法人の「拘束廃止委員会」に代表
が出席し周知しています。不適切な言
葉事例があれば、ユニット会議などで
取り上げ是正しています。玄関の施錠
は保安上しているが利用者が出る際は
見守り同行をしています。

虐待について法人研修にて学び、実際
のケアを振り返えるようにしていま
す。また虐待に繋がってしまう恐れの
ある事も話し合うようにしています。

実際に成年後見制度を利用されている
ご利用者が入居されています。後見人
の方とも連絡を取り合いながらケアを
させていただいています。

入居前、入居時に管理者より契約等に
ついて説明を行い、ご納得していただ
いた上でサービスを利用していただい
ています。

ご家族へのアンケートを実施し、その
結果を職員全員で確認をしています。
ユニット会議等で、ケアの質改善に繋
げられるよう話し合っています。

利用者の半数以上の家族が来訪し、要
望や意見を聞いています。家族アン
ケートも実施しています。過去にはあ
いさつについて家族からの意見があ
り、改善した事例があります。

株式会社フィールズ



社会福祉法人プレマ会　そよ風

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

会議の場ではもちろんの事、個々にも
意見を聞いてもらい、実際の場面に反
映されています。

月１回の全体会議やユニット会議など
で、職員の要望や意見を聞く機会を
作っています。管理者は常に職員が自
由に要望や意見、提案できる雰囲気を
作っています。会議時間の取り方、家
族への手紙を２ヶ月ごとに発行するな
どは職員の要望や提案事例です。

人事考課制度のもと、職務実績等を評
価していただき、様々な面において環
境を整備していただいています。

定期的に行われる法人研修は全職員が
参加しています。また各職員に、状況
に応じて様々な研修に参加させていた
だく機会を設けています。

施設外で参加する研修では、他事業所
の職員と繋がる事が多く、そこの繋が
りからそよ風の見学会を開催し、そよ
風職員と意見交換をする場面を設ける
事が出来ました。

入居時には必ずご本人からも希望等を
確認し、初期のケアに反映をしていま
す。それをする事で、ご本人には安心
して暮していけるよう、配慮をしてい
ます。

株式会社フィールズ



社会福祉法人プレマ会　そよ風

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

入居前や入居時にも、必ずご家族と話
をさせていただき、不安材料を軽減し
信頼関係が築けるよう努力をしていま
す。

入居前の生活状況も踏まえた上で、入
居時に様々な全体の状況やご本人等の
意見を聞き、初期のケアを行っていま
す。

ご利用者と共に同じ空間で生活する者
としての視点を持ち、日々のケアに携
わっています。

入居後も生活用品の補充等をはじめと
し、来所いただく機会を多く持ってい
ただくようにしています。ご利用者と
ご家族との絆を大事にし、ケアについ
てもご家族と連携を取りながら行って
います。

面会等でご家族や友人等と接していた
だいたり、以前暮していた場所にご家
族と出掛けられたりしています。

友人や知人の訪問があり、居室や会議
室で湯茶の接待をしています、食事を
一緒にすることもあります。墓参りや
正月の一次帰宅、美容院などは家族の
協力で継続の支援をしています。趣味
の絵や習字、年賀状の交信なども継続
支援を行っています。
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社会福祉法人プレマ会　そよ風
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

ご利用者同士が同じ空間で関わりあえ
るように、レクリエーションの時間や
お茶の時間等の設定に工夫をしていま
す。

退去後も必要に応じての協力や、必要
な支援を行っています。

お一人おひとりの思いや意向を尊重
し、起床時間や食事の時間等、ご本人
のペースに合わせてケアを実践してい
ます。

日常の会話を通して把握しています。
入浴時や夜間の１対１のリラックスし
た時に把握しています。意思表示の困
難な利用者は態度や目つきで汲み取る
こともあります。生活歴や家族の協力
で把握することもあります。

居室の設えや物品は、実際に使用され
ていたものを持ち込んでいただき、入
居前に生活していたリズムを大切にケ
アをさせていただいています。

月に一度のケア会議をはじめ、日々の
申し送りでもご利用者の状態の変化に
ついて、ケアに反映できるよう常に話
し合いを行っています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

ユニット会議にてケアについて話し合
い、それらを基に医療面からの意見や
ご家族の意向も含め、ケアマネジャー
が介護計画を作成・更新を行います。

ケア会議は毎月実施し、出勤職員や計
画担当、管理者で行っています。通常
は計画の見直と作成は年１回です。計
画には医療情報や家族の意見を反映し
ています。計画と実施、モニタリング
などパソコンでリアルタイムに入力し
全員が共有しています。

パソコン上の記録に日々の生活の様子
や心身状態を記録し、その他独自の共
有シートを使って情報を共有していま
す。

施設介護の枠に当てはめずに、ご本
人・ご家族が望まれる生活に対し、支
援方法を考えています。その一つとし
て、ご利用者とご家族お二人では外出
が難しい方でも、職員がフォローをし
て「家族とお出掛け」と感じていただ
ける企画の実行をしました。

地域の中で暮していけるように地域行
事に参加をしていただいたり、近隣の
スーパーで買い物をしていただきま
す。普段から地域との関わりを持っ
て、安心して暮していただけるように
支援をしています。

日々往診に来て下さる医師はもちろん
のこと、定期的に通われていた病院に
も必要時受診が出来るように支援をし
ています。

協力医は月に１回２ユニット全体の診
察を行ない、別に月に１回個別の診察
に訪れ、他科外部の受診の場合は紹介
を行なっています。歯科医は隔週に１
回、往診に来ています。また、入所以
前のかかりつけ医との継続的な関係は
そのまま保持しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

訪問看護師にご利用者の日々の状況変
化等をこまめに報告し、必要な往診や
外部受診が受けられるように、日々支
援をしています。

入院時には病院看護師や担当医師との
直接の連絡を取るようにしています。
またご家族とも連携し、情報を共有す
るように努めています。

ご利用者が終末期に向かう前段階か
ら、医師の意見を聞いた上でご家族に
もお話をしています。実際のターミナ
ルケア開始時には、ご家族の納得がい
くまで医師・看護師も交えてカンファ
レンスを行っています。

過去の看取りのケースでは重度化や終
末期の前段階で、医師・家族・職員で
個別のケースごとに勉強会を開いてい
ます。想定される事態を徹底的に話を
し、施設で出来ること出来ないことを
明らかにし、職員は自分で判断せず医
師の指示を仰ぐ体制を作っています。

マニュアルを作成し、ユニット職員で
確認をしています。また各ご利用者の
状況に応じ連絡する手順を決め、会議
等で確認し合っています。

定期的に防災訓練を実施し、災害時に
備えています。

定期的に（８月、２月）防災訓練を行
なっており、職員が一人の夜間想定
や、利用者が起きている日昼想定な
ど、場面を変えて行っています。大規
模災害を想定した食糧・水などの備蓄
もしています。

災害時の地域との相互協力体
制が築けるよう、運営推進会
議や自治会を通じて施設とし
ての立場や、求める協力を発
信し、地域を交えての大規模
災害を想定した避難訓練など
の開催も期待されます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

更衣時などには必ずプライバシーに配
慮し対応をしています。トイレでもド
アの開閉にも注意をしています。言葉
掛けについても会議等で確認を行い、
乱れてしまわぬよう注意しています。

職員は入職時に接遇研修を受けるほ
か、ユニット会議等で「自己決定を促
すことができるように」「不快となら
ない言葉掛けをする」などの振り返り
を行ない、生活の場として利用者と親
しい関係にありながらも適度の緊張感
を持つよう心掛けています。

起きる・寝る・食べる等基本的な部分
から、ご利用者が望む時に出来るよう
確認しながらケアを行っています。

一日一日違う日々の中で、ご利用者の
体調や気分、気持ちに応じて過ごせる
ようにケアをしています。

イベント時はもちろんの事、ご利用者
に確認を行いながら一緒に服を選び、
おしゃれやその人らしい格好が出来る
様に支援をしています。

好きな物・嫌いな物を確認し提供をし
ています。食器洗いや片付け等も行っ
ていただける時は一緒に行っていま
す。

食事は職員による過去３年間のデータ
をもとに献立表が作られ、地元の商店
等から食材を調達し、職員が調理を行
なっています。ミキサー食、きざみ、
おかゆなどの加工も対応しています。
誕生日やレクなどでお寿司、鰻などの
外食にも出掛けています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

全員に同じようにではなく、タイミン
グや食事形態等にも工夫をし、栄養や
水分が充分摂れるようにしています。

毎食後、必ず口腔ケアを実施していま
す。状態によっては歯ブラシ以外の物
の使用を検討工夫し、ケアをしていま
す。

ケア会議で排尿量について話し合い、
パット交換の時間を決めたり、トイレ
の誘導時間を工夫しています。また意
識として「基本的にはトイレ誘導」と
いう考えを職員で確認し合っていま
す。

法人として「トイレでの排泄」を目標
としています。職員は排泄チェック表
を都度に記録し、排泄のパターンを推
し量っています。夜間の立ち上がりの
不安定な利用者を除いて、無理のない
範囲で小まめにトイレ誘導の声掛けを
するなどの支援をしています。

排便に関しては、乳製品の摂取や医師
と相談しながら定期的に排便が出来る
よう支援をしています。

入浴前には必ずご本人に確認を行って
から入っていただいています。入浴方
法についても、個々の身体状況に応じ
て工夫をして実施しています。

午前・午後の時間を使い、週２回を基
本として、入浴を楽しんでいます。希
望により時間帯の変更や同性介助も行
なっています。入浴が楽しくなるよう
に脱衣場で馴染みの音楽を流したり、
湯船で歌を歌うなど工夫をしていま
す。機械浴にも対応しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

毎日同じ時間ではなく、その日の様子
などを考慮し、可能な限りご本人の希
望の時間にお休みをしてもらっていま
す。寝具も使い慣れたものを使っても
らっています。

薬の説明書にて内容を確認し、申し送
りでも確認をし合っています。服薬方
法についても、一人ひとりに合った方
法で工夫をしながら行っています。

歌が好きな方には歌を唄う機会を作っ
たり、テレビを観る方はテレビを観て
いただくなどして楽しんでいただいて
います。また洗濯物も、可能な範囲で
出来る方にはたたむ手伝いをしていた
だいています。

ドライブ企画や外食イベントでは、普
段行かれないような場所に車で出掛け
ていただきます。また普段は近隣への
散歩を多く取り入れるようにしていま
す。

近隣には神社、スーパー、公園などが
あり、散歩コースになっています。家
族からの意向も多く歩行訓練、外気浴
を兼ねて毎日散歩に出る入居者もいま
す。車での外出も年２回ユニット単位
で行われ、市外の公園に出掛けていま
す。

実際にスーパーでご自身のお金を使っ
て買い物をしていただいています。必
要時にはいつでも使えるような環境を
整えています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

ご利用者の心身状態に応じて、安心し
て安全な暮らしが出来るように工夫
し、環境整備を行っています。

室温も職員ではなく、ご利用者が過ご
しやすいように工夫し、カレンダーも
ご利用者が見やすい所に設置をしてい
ます。また各設えも安全に配慮して設
置しています。

リビングは南北に広く窓も大きく、ま
た周囲が畑や駐車場で、採光・換気の
良い空間となっており、利用者の絵や
貼り絵などを飾っています。また、ひ
とりになれる場所として、東側の廊下
にはソファーが置いています。各階に
ベランダがあり、プランターでのガー
デニングも支援しています。

ご利用者同士が一緒に過ごせるよう
に、職員側からも声掛けや環境作りを
行っています。

寝具や家具などは、今まで使っていた
物をそのまま使用していただき、心地
良く過ごしてもらえるようにしていま
す。

居室は作り付けのクローゼット、エア
コン、照明、カーテンが備え付けてあ
り、寝具や家具等は使い慣れたものを
持ち込んでいます。カーテンも防炎性
のものであれば持ち込みは可能です。
フロアごとにトイレ付きの部屋が２つ
あります。

年賀状をご家族へ出しています。電話
をかける事に関しても、特に制約はあ
りません。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 　そよ風

 ユニット名 　3階　けやきユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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社会福祉法人プレマ会　そよ風

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

２ヵ月に１回の会議を開催し、行政や
地域の方々に運営の状況を報告してい
ます。会議の中で発信された助言を柔
軟に受け入れ、サービスの向上に活か
しています。

運営推進会議の場で、ユニットの状況
を細かく伝えています。アドバイスや
注意情報等も市町村から提供を受けて
います。

保育園の子供達と定期的に交流を持っ
ています。地域の行事に参加する事
で、地域との繋がりが定着していま
す。施設に子供神輿が立ち寄る機会が
あるなど、近隣に住む方々とのふれあ
いも多いです。

積極的に取り組みが進んでいるとまで
はいかないが、検討は行っています。
また多くの研修生や実習生を受け入
れ、人材育成に尽力しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

今年は開所から３度目となる理念の再
構築を行いました。現在の理念もス
タッフが意見を出し合い話し合って決
めたもので、これに基づいたケアを展
開するよう努めています。
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社会福祉法人プレマ会　そよ風

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

面会時、ご家族に近況報告を必ず行っ
ています。ご意見やご要望は常に確認
をし、サービスに反映しています。

成年後見制度を利用されているご家族
様がおり、制度利用の協力をさせてい
ただいています。学ぶ機会について、
今後検討してゆきます。

契約を行う前から十分に連絡を取り、
丁寧な対応に努めています。それぞれ
のご家族の事情をヒアリングし、施設
の方針やケアの内容を説明していま
す。

法人研修の中で理解を深めています。
一つひとつのケアを丁寧に点検し、グ
レーゾーンを含め身体拘束に当たらな
いケアを提供出来る様努めています。

虐待について、研修等で理解を深め、
事業所内で不適切なケアが行われない
よう指導を受けています。
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社会福祉法人プレマ会　そよ風

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

他施設の管理者とネットワークを持
ち、お互いの施設を見学実習を実施
し、スタッフの勉強する機会を設けて
います。

事前面談は１回ではなく何度も行って
います。施設生活を安心して過ごして
頂くために、入居前から関わりを持つ
ようにしています。

職員一人ひとりに目を配り対応してい
ます。有給の取得消化を促すなどして
います。

内外の研修を受ける機会を持ち、参加
した日を出勤扱いにしています。

スタッフとの関係は非常に良好です。
そよ風を一緒に作り上げてゆこうとい
う一体感を持って、サービスに繋げて
います。
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社会福祉法人プレマ会　そよ風

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご本人が大切にされてきた知人の方々
が、来訪しやすい環境作りを行ってい
ます。またご家族にも協力していただ
き、馴染みの場所に行ける様支援して
います。

グループホームという生活の場におい
て、お互いが協働し合えるよう工夫し
ています。特にご利用者に職員の悩み
を聞いていただいたり、アドバイスを
いただいたりしています。

ご家族が面会に来られた際は近況を報
告し、またご家族から話を伺う事で情
報を共有します。その内容をより良い
ケアの提供に繋いでいます。

ホーム長やリーダーが中心となり、ご
家族の要望をしっかりと傾聴し、良い
関係性を構築しています。

初期段階でしっかりとアセスメントを
行い、ご本人やご家族の思いを汲み取
り、良い支援が提供出来る様努めてい
ます。また訪問医療のスタッフにも相
談等を行い、対応をしています。
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社会福祉法人プレマ会　そよ風

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

ご本人の趣味や思考、ご家族の事等の
会話に関心を持ち質問をするよう心掛
けています。ご家族からはご本人との
会話の流れを踏まえて、入居前のお話
を伺うようにしています。

ご利用者の生活リズムと生活スタイル
を把握し、体調や行動の変化を全職員
が共有出来る様、朝夕に引継ぎの申し
送りをしています。

系列の施設に移られた方は、職員が面
会に出向きご様子を伺ったり、法人内
の委員会等で情報交換を行っていま
す。

日々の生活の中で、ご本人の意向の把
握に努めています。その方の望まれた
暮らしに近づけるよう、ユニット会議
やケア会議で検討しています。

ご利用者同士の感情の変化や関係性を
職員間で共有し、話題の提供や環境の
調整を行っています。
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社会福祉法人プレマ会　そよ風

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

事業所の協力医の他、ご本人やご家族
の希望に合わせ、掛かりつけ医への通
院付添いや送迎を行っています。

必要に応じて通院や送迎を行っていま
す。介護ベッドや福祉用具、福祉用
品、リハビリ、食事形態の検討等を、
必要とされる方に合わせて行っていま
す。

地域の例大祭、夏祭り、盆踊りに参加
をしています。またドッグセラピー、
ウクレレ演奏、歌の会等のボランティ
アの方々の力を借りて、ご利用者の楽
しみに繋げています。

ご本人のADLと、それに必要なケアと生
活スタイルを職員間で話し合い、ご家
族に説明をし、理解と同意をいただい
ています。ご家族からも意見や要望を
伺い、検討した上で現状に沿った介護
計画を作成しています。

個別記録や日誌は勤務開始前に確認を
しています。記録で現状の把握を行
い、その都度職員間でも連携を取るよ
うにしています。また個別記録を基に
して介護計画の見直しを行っていま
す。
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社会福祉法人プレマ会　そよ風

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

消防署の協力を得て、全ての職員が救
急手当や蘇生術の研修を受けていま
す。緊急時対応については、マニュア
ルを整備し、周知徹底を図っていま
す。

マニュアルを作成し、定期的に避難訓
練を行っています。その際避難経路の
確認や消火器の使い方も実践していま
す。非常食も備品倉庫に準備をしてい
ます。

入院時には、ご本人の施設での様子等
の情報を提供し、入院中は施設職員が
面会し、状況を把握しています。退院
時は、ご家族と共に医療機関からの説
明を聞き、主治医と情報を共有してい
ます。

早い段階で今後考えられる状況や状態
等をご家族に説明し、理解をしていた
だきます。医師とも連絡を取り、場合
によっては医師同席のカンファレンス
を実施し、ご本人とご家族の意向を確
認していきます。

真和クリニックとの契約に基づき、
日々の健康管理を行っていただいてい
る。ご利用者の体調変化等あった場合
は、速やかに看護師に連絡をし、往診
または助言等の対応をしていただいて
います。
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己
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価
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外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

ご利用者の好みや食事量等を、職員ぞ
れぞれが情報共有し、満足をしていた
だける提供を心掛けています。

日々のペースを大切にしつつ、イベン
トやレクリエーション等の参加の有無
を尋ね、実行しています。

着る服をご利用者と一緒に選んだり、
好きな時にお化粧をしていただいてお
ります。個々に合わせた支援を実施し
ています。

職員それぞれが、ご利用者一人ひとり
に敬意を持ち、ご本人の意思を尊重し
た介助が出来る様努めています。

ご利用者それぞれの意思表示を理解
し、お一人ごと希望を叶えられるよう
努めています。
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次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

排泄表を使って情報を共有する事で、
便秘にならないように取り組んでいま
す。乳製品を献立に組み込み、毎日の
運動や身体を動かす機会を持つ事で、
予防に取り組んでいます。

入浴を楽しむ為に音楽を流したり、入
浴剤を入れる等の工夫をして、大変喜
んでいただいています。入浴を拒む方
へは、その理由や背景を話し合い、共
有しながら支援を行っています。

ご利用者の状態に合わせて、食後は洗
面所で行っていただいています。それ
ぞれの身体状況に応じて、必要な方に
は椅子を準備し、安楽な姿勢でケアを
行える環境に努めています。

立ち上がったり、何かを探していると
いった小さな動きや表情に気を配り、
サインを見逃さず声掛けを行っていま
す。トイレでの排泄を大切にし、デー
タを蓄積する事で、ご本人に合わせた
ケアを検討しています。

一人ひとりの体調と、一日の摂取量を
把握するように心掛けています。月に
一度体重測定を実施し、体重の増減に
注意しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

お金を所持している方については、近
隣へ買い物に出掛ける等の支援を実施
しています。

洗濯畳みやテーブル拭き、食材の準備
等のお手伝いをしていただき、職員か
ら感謝の気持ちを伝えるようにしてい
ます。レクリエーションやお茶の時間
もご利用者に合わせて提供をしていま
す。

出来る限り外出の機会を設け、支援を
しております。時には車に乗っていた
だき、近隣だけではない他市への外出
も支援しています。

日中に散歩や軽い運動を、無理のない
範囲で出来る限り取り入れ、夜間の熟
睡に繋がるよう支援をしています。ま
た日中の生活スタイルの見直しは、随
時検討しています。

各ご利用者の服薬内容を把握し、薬の
作用と副作用、注意事項等を確認しま
す。薬の説明書は、全職員が内容確認
をした後、ファイルに保管をしていま
す。また処方に変更があった時は、申
し送り等で情報共有を心掛けておりま
す。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

自宅からお気に入りの家具や写真を持
ち込んでいただき、飾り付けをして居
心地の良い雰囲気作りを考えていま
す。また各居室のベッドの高さや家具
の位置関係にも気をつけております。

なぜ混乱をきたすのか、どうしたら分
かりやすくなるのか、また使い易くな
るのかを常に考えております。また安
全に出来る事を増やしていき、自立し
た生活を長く続けていただけるよう考
えています。

季節の花や行事の時の写真等の展示物
を飾り、以前の事を思い返していただ
いたり、ご利用者同士で話し合われた
りしています。

お気に入りの場所にソファーを置き、
寛げるよう工夫をしています。席の配
置にも気を配り、仲の良いご利用者同
士が楽しめる様なスペース作りを考え
ています。

ご利用者の「出来る事の一つ」とし
て、ケアの中で取り入れてゆけるので
あれば、今後工夫をしていきたいと
思っております。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 61

各ユニット、自己評価においては「ほぼ全ての利用
者が」にチェックを入れてある。しかしご家族アン
ケートでは、心配な点を考えられている方々がい
た。事業所のサービス内容がしっかりと伝わってい
ない可能性と、ご家族と職員間での連絡調整におい
ての不具合があるのではと考える。

・ご家族にそよ風の考えるケア方針を伝える。
・協力医療機関との業務連携の報告を密にしてい
く。　　　　　　　　　　　　・健康面と安全面の
見直しを行っていく。

・そよ風のケア理念を掲示し、実践をしていく。
・ご家族へご利用者が受けた医療処置や、医師から
の指示等を細かく報告し、ご納得をいただく。
・ご利用者の健康管理の方法と、安全を配慮したケ
ア方法を検討していく。

12ヶ月

2 2

現在そよ風は自治会の一般会員に加入し、各行事や
会議に参加をしている。しかしながら、そよ風事業
所を会場とした交流行事が少ない。

そよ風が会場となり、所属自治会行事において、一
年の行事予定に組み込んでいただけるような催しを
設定する。

大和市内、現時点で取り組まれているグループホー
ムの企画を確認させていただく。（バザーやもちつ
き、サロン等）また実際に参加をさせていただき、
そよ風ではどうすれば実現可能かを検討していく。 24ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成27年度
目標達成計画

事業所名：　社会福祉法人プレマ会　そよ風

作成日：　平成　28年　2月　18日


